
2 月 20 日（水）に一関市総合体育館（ユードーム）及びベリーノホ

テル一関を会場に、「第 13 回企業情報交換会 in いちのせき」を開催し

ました。今回は、岩手・宮城県内の企業を中心に 61社、19団体の方々

からご出展があり、自社技術や製品等について展示・紹介をしていただ

きました。展示会、講演会、交流会を併せて延べ 817名の方にご来場い

ただき、大変盛況でした。 

展示・情報交換は午前 10時 30分に当センター所長の小田嶋のあい 

さつで開始されました。常磐パッケージ株式会社様の大物（恐竜）展 

示を始め、開発装置の実演等各ブース共工夫を凝らした内容が多く、 

見どころ満載でした。来場者のアンケートでも大変参考になったとの声が多く寄せられました。 

10時 40分からは、プレゼンテーションタイムとして 15社・団体から、企業の特色や新たに開発した製品等

のご紹介をいただきました。また、一関高専 機械技術部による、高専ロボコン 2018 全国大会で優勝した一関

高専のロボット「一角」のデモンストレーションが行われ、デモンストレーション終了後も多くの方から質問

を受けていました。今年は、一関高専や千厩高校の学生・生徒の皆さんが多数見学に来られ、各ブースを積極

的に訪問し、企業の方から説明を受けていました。 

続いてベリーノホテル一関に会場を移して、日本製紙株式会社 研究開発本部 CNF研究所 所長の河崎雅行氏

により、「CNF の実用化に向けた開発状況と今後の展開」についてご講演いただきました。CNF（セルロースナ

ノファイバー）は、再生可能な資源である木材を原料とし、今後多方面で応用の可能性がある新素材であるこ

とを、その製法や現在の課題・今後の展開等、順を追った説明により、大いに参加者の理解が深まったと思わ

れます。その後に行われた交流会でも活発な質疑がありました。参加された皆様のアンケート結果を参考に、

来年度も開催して参りますので、引き続きご支援・ご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

1月 26日よりスタートした「技能検定 機械加工資格取得講座」全 4回コースが 2月 23日で終了しました。

今回は市内外の企業から全員で１０名の方に受講いただきました。 

講座初日には各作業毎、基本について座学で学習をし、後半には各自実際

の検定試験に向けた課題工作に取り組みました。繰り返し作業をしていく事

で完成までに要する時間が短縮されていき、受講者自身、スキル向上に手応

えを感じている様子でした。受講後のアンケートでは「業務の多能工に生か

していく」「自分の仕事に対する理解度が深まった」など検定試験のみならず、

今回の講座を通して普段の仕事に活かしていきたいとの声が多数ありまし

た。今後も当センターでは地域企業のものづくりを応援します。 

 

  

 

    

    

   

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

２０１９年 3月 第１６８号 

 

発行：岩手県南技術研究センター 

第３水曜日は 

 イイブブニニンンググのの日日  

『第 211回産学官イブニング研究交流会』へのご案内     

日時：4月 17日（水）18時 00分～ 

会場：蔵元レストランせきのいち 内容：名刺交換会 

詳細はホームページ等でお知らせいたします。 

皆様、お誘い合わせのうえ、おいでください。 

 

 

TTTooopppiiicccｓｓｓ 「第１３回企業情報交換会 in いちのせき」開催しました！！ 

３月１8 日（月）に、公益財団法人岩手県南技術研究センター第 25 回理事会が開催され、平成 31 年度の事業計
画、予算等について審議され原案のとおり承認されました。 

TTTooopppiiicccｓｓｓ 「技能検定 機械加工資格取得支援講座」が終了しました！ 



公益財団法人 岩手県南技術研究センター  South Iwate Research Center of Technology 

 〒021-0902 岩手県一関市萩荘字高梨南方 114番地１ ℡:0191-24-4688  fax :0191-24-4689  URL :http://www.sirc.or.jp/ 

 

 

 

平成 31年度の人材育成事業の年間計画を決定いたしました。 

計画のため、内容・日程等を変更する場合があります。当センターHP で随時最新情報を更新してまいりますので、

最新情報は HPにてご確認をお願いします。 

         HP http://www.sirc.or.jp     E-mail(人材育成関係) seminar@sirc.or.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

時
間

受
講

料
実

施
日

定
員

9
:
0
0
～
1
6
:
0
0

3
,
0
0
0
円

6
月
1
日
(
土
)
、
8
日
(
土
)
、
1
5
日
(
土
)

３
日
間
の
講
座
で
す

。

1
0
名

9
:
0
0
～
1
6
:
0
0

各
講

座
ご

と
①
3
,
0
0
0
円

②
3
,
0
0
0
円

③
3
,
0
0
0
円

①
1
0
月
1
1
日
（
金
)
、
1
0
月
1
8
日
(
金
）

②
1
2
月
6
日
(
金
)
、
1
2
月
1
4
日
(
土
）

③
1
月
2
4
日
(
金
)
、
2
月
1
日
(
土
）

３
コ
ー
ス
の
講
座
で
、
各
２
日
間
で
す
。

①
5
名

②
5
名

③
5
名

材 料 系
9
:
0
0
～
1
6
:
0
0

3
,
0
0
0
円

7
月
1
3
日
(
土
)
、
2
0
日
(
土
)
、
2
7
日
(
土
)

３
日
間
の
講
座
で
す
。

1
0
名

9
：
3
0
～
1
6
：
3
0

3
,
0
0
0
円

7
月
4
日
(
木
)
、
5
日
(
金
)

２
日
間
の
講
座
で
す
。

1
0
名

9
：
3
0
～
1
6
：
3
0

各
講

座
ご

と
①
2
,
0
0
0
円

②
2
,
0
0
0
円

①
1
0
月
3
日
（
木
）

②
1
0
月
4
日
（
金
）

２
コ
ー
ス
の
講
座
で
、
各
１
日
間
で
す
。

1
0
名

9
:
0
0
～
1
6
:
0
0

3
,
8
0
0
円

H
3
1
年
5
月
～
6
月
に
実
施
予
定

４
日
間
の
講
座
で
す
。

決
定
次
第
、
日
程
を
公
開
い
た
し
ま
す
。

8
名

9
:
0
0
～
1
6
:
0
0

3
,
8
0
0
円

H
3
1
年
1
1
月
～
1
2
月
に
実
施
予
定

４
日
間
の
講
座
で
す
。

決
定
次
第
、
日
程
を
公
開
い
た
し
ま
す
。

8
名

8
：
3
0
～
1
7
：
0
0

3
,
8
0
0
円

H
3
2
年
1
月
～
2
月
に
実
施
予
定

４
日
間
の
講
座
で
す
。

決
定
次
第
、
日
程
を
公
開
い
た
し
ま
す
。

・
普

通
旋

盤
1
,
2

級
2
名

、
3
級

3
名

・
フ

ラ
イ

ス
盤

2
,
3
級

2
名

・
N
C
旋

盤

1
,
2
,
3
級

3
名

・
N
C
フ

ラ
イ

ス
盤

1
,
2
級

2
名

9
:
0
0
～
1
6
:
0
0

4
,
0
0
0
円

1
1
月
8
日
(
金
)
、
9
日
(
土
)
、

1
5
日
(
金
)
、
1
6
日
(
土
)
、

2
9
日
(
金
)
、
3
0
日
(
土
)
、

1
2
月
6
日
(
金
)
、
7
日
(
土
)

８
日
間
の
講
座
で
す
。

1
2
名

9
:
0
0
～
1
6
:
0
0

4
,
0
0
0
円

7
月
2
5
日
(
木
)
、
2
6
日
(
金
）

２
日
間
の
講
座
で
す
。

1
2
名

7
月
5
日
(
金
)
、
1
2
日
(
金
)
、
1
9
日
(
金
)

３
日
間
の
講
座
で
す
。

1
5
名

7
月
6
日
(
土
)
、
1
3
日
(
土
)
、
2
0
日
(
土
)

３
日
間
の
講
座
で
す
。

1
5
名

9
:
0
0
～
1
6
:
0
0

2
,
2
0
0
円

1
月
1
0
日
(
金
)
、
1
7
日
(
金
)
、
2
4
日
(
金
)

３
日
間
の
講
座
で
す
。

1
5
名

品
質
管
理
入
門
講
座

ね
ら

い
：

初
め

て
品

質
管

理
を

学
ぶ

人
を

対
象

と
し

、
Ｑ

Ｃ
検

定
4
級

の
内

容
を

交
え

な
が

ら
、

基
礎

的
知

識
の

習
得

を
目

指
し

ま
す

。

①
品
質
管
理
の
基
礎
、
品
質
管
理
活
動
に
関
す
る
基
本
知
識

②
デ
ー
タ
と
そ
の
要
約
の
仕
方
、
デ
ー
タ
の
ま
と
め
方
（
Ｑ
Ｃ
7
つ
道
具
）

③
問
題
解
決
の
方
法
、
標
準
化
、
演
習

Ｑ
Ｃ
検
定
2
級
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

ね
ら

い
：

Ｑ
Ｃ

検
定

2
級

の
合

格
を

め
ざ

し
、

試
験

直
前

に
計

算
力

の
向

上
を

目
指

し
ま

す
。

①
直
近
の
Ｑ
Ｃ
検
定
2
級
の
計
算
問
題
を
中
心
に
解
説
し
ま
す

②
平
成
3
1
年
9
月
に
Ｑ
Ｃ
検
定
2
級
を
受
検
さ
れ
る
方
、
Ｑ
Ｃ
検
定
2
級
取
得
支
援
講
座
修
了
者
を
対
象
に
し
ま
す

C A D 系

３
次
元
C
A
D
基
礎
講
座

（
F
u
s
i
o
n
 
3
6
0
）

品 質 管 理 系

Ｑ
Ｃ
検
定
2
級
取
得
支
援
講
座

ね
ら

い
：

テ
キ

ス
ト

の
解

説
だ

け
で

な
く

、
実

際
の

計
算

や
作

図
を

通
し

た
理

解
を

通
し

て
、

Ｑ
Ｃ

検
定

2
級

の
取

得

を
目

指
し

ま
す

。
・
Ｑ
Ｃ
的
も
の
の
見
方
・
考
え
方
、
品
質
の
概
念
、
管
理
の
方
法
、
品
質
保
証

・
品
質
経
営
の
要
素
、
倫
理
・
社
会
的
責
任
、
品
質
管
理
周
辺
の
実
践
活
動
、
デ
ー
タ
の
取
り
方
ま
と
め
方

・
新
Ｑ
Ｃ
7
つ
道
具
、
統
計
的
方
法
の
基
礎

・
統
計
的
検
定
と
推
定

・
管
理
図

・
抜
取
検
査
、
実
験
計
画
法
（
一
元
配
置
）

・
実
験
計
画
法
（
二
元
配
置
）
、
相
関
・
回
帰
分
析

・
信
頼
性
工
学
、
演
習

Ｑ
Ｃ
検
定
3
級
取
得
支
援
講
座
（
平
日
コ
ー
ス
）

9
:
0
0
～
1
7
:
0
0

2
,
8
0
0
円

ね
ら

い
：

テ
キ

ス
ト

の
解

説
だ

け
で

な
く

、
実

際
の

計
算

や
作

図
を

通
し

た
理

解
を

通
し

て
、

Ｑ
Ｃ

検
定

3
級

の
取

得
を

目
指

し
ま

す
。

①
品
質
管
理
概
論
、
品
質
管
理
の
手
法
、
品
質
管
理
実
施
法
な
ど

②
問
題
解
決
、
標
準
化
、
品
質
保
証
活
動
な
ど

③
演
習
問
題
、
解
説
な
ど

Ｑ
Ｃ
検
定
3
級
取
得
支
援
講
座
（
土
曜
コ
ー
ス
）

分
析
技
術
基
礎
講
座

ね
ら

い
：

分
析

化
学

、
分

析
技

術
の

基
礎

を
学

び
ま

す
。

ま
た

、
当

セ
ン

タ
ー

で
ど

の
よ

う
な

分
析

が
出

来
る

か
を

理
解

し
、

最
適

な
分

析
機

器
の

選
択

方
法

に
つ

い
て

学
び

ま
す

。

・
講
義
：
分
析
化
学
基
礎
、
試
料
の
前
処
理
に
つ
い
て

・
分
析
機
器
の
概
要
（
講
義
）
と
実
習
：
成
分
分
析
、
異
物
分
析
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

・
試
料
の
観
察
方
法
（
講
義
）
と
実
習
：
試
料
の
前
処
理
と
観
察
方
法
を
学
び
ま
す
。

分
析
技
術
実
践
講
座

ね
ら

い
：

具
体

的
な

テ
ー

マ
に

対
し

て
、

解
決

方
法

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
学

び
ま

す
。

主
に

（
　

）
に

提
示

し
た

機
器

を
用

い
ま

す
。

適
宜

、
機

器
の

原
理

を
学

び
、

原
理

に
根

差
し

た
デ

ー
タ

解
釈

を
学

び
ま

す
。

　
※
①
～
③
か
ら
選
択
す
る
（
複
数
受
講
可
）

　
①
表
面
と
内
部
非
破
壊
分
析
技
術
研
修
（
X
線
C
T
、
電
子
顕
微
鏡
、
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
な
ど
）

　
②
環
境
負
荷
（
元
素
の
特
定
分
析
）
分
析
研
修
（
蛍
光
X
線
分
析
装
置
、
I
C
P
な
ど
）

　
③
微
量
、
微
小
領
域
の
異
物
の
特
定
技
術
（
セ
ン
タ
ー
の
分
析
機
器
全
て
）

金
属
材
料
講
座

ね
ら

い
：

金
属

材
料

の
基

本
的

な
性

質
や

特
性

、
熱

処
理

、
強

度
改

善
方

法
に

つ
い

て
の

知
識

の
習

得
を

目
指

し
ま

す
。

・
状
態
図
の
見
方
、
光
学
顕
微
鏡
観
察
の
基
礎

・
金
属
の
結
晶
構
造
、
金
属
の
熱
処
理
、
電
子
顕
微
鏡
観
察
、
蛍
光
Ⅹ
線
分
析

・
金
属
材
料
の
強
度
、
引
張
試
験
、
硬
度
測
定

技 能 系

フ
ラ
イ
ス
盤
・
旋
盤
加
工
技
術
講
座
　
1
回
目

ね
ら

い
：

切
削

理
論

の
基

礎
で

、
刃

物
の

選
定

方
法

や
機

械
の

設
定

条
件

を
理

解
す

る
。

フ
ラ

イ
ス

盤
と

旋
盤

の
操

作
を

通
じ

て
安

全
・

正
確

な
作

業
方

法
を

身
に

付
け

る
こ

と
を

目
指

し
ま

す
。

・
講
義
：
加
工
の
基
礎
・
安
全
、
フ
ラ
イ
ス
盤
・
旋
盤
の
基
礎
（
操
作
方
法
・
作
業
条
件
の
設
定
）

・
フ
ラ
イ
ス
盤
基
本
加
工
（
正
面
フ
ラ
イ
ス
削
り
、
側
面
削
り
、
溝
削
り
、
精
度
評
価
）

・
旋
盤
基
本
加
工
（
外
丸
削
り
、
曲
面
削
り
、
ね
じ
切
り
、
段
付
き
軸
の
製
作
、
精
度
評
価
）

・
フ
ラ
イ
ス
盤
、
旋
盤
応
用
加
工

※
実
習
は
４
人
ず
つ
２
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
実
施
。

フ
ラ
イ
ス
盤
・
旋
盤
加
工
技
術
講
座
　
2
回
目

技
能
検
定
 
機
械
加
工

普
通
旋
盤
・
フ
ラ
イ
ス
盤

Ｎ
Ｃ
旋
盤
・
Ｎ
Ｃ
フ
ラ
イ
ス
盤

資
格
取
得
支
援
講
座

３
次
元
C
A
D
実
践
講
座

（
F
u
s
i
o
n
 
3
6
0
）

ね
ら

い
：

F
u
s
i
o
n
3
6
0
の

実
践

と
し

て
、

C
A
M
機

能
ま

た
は

C
A
E
機

能
を

使
え

る
よ

う
に

な
る

事
を

目
指

し
ま

す
。

（
対

象
：

F
u
s
i
o
n
3
6
0
基

礎
講

座
相

当
の

操
作

で
き

る
方

）
　

※
①
～
②
か
ら
選
択
す
る
（
複
数
受
講
可
）

　
①
C
A
M
：
材
料
設
定
、
加
工
条
件
、
ツ
ー
ル
パ
ス
生
成
・
検
討
、
N
C
デ
ー
タ
出
力
ま
で
の
C
A
M
の
一
連
の
流
れ
を
理
解
す
る
。

　
②
C
A
E
：
線
形
静
解
析
の
一
連
の
流
れ
と
し
て
、
形
状
入
力
、
材
料
設
定
、
拘
束
条
件
、
荷
重
設
定
、
 
接
触
条
件
、
解
析
結

果
の
確
認
方
法
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

ね
ら

い
：

技
能

検
定

 
機

械
加

工
の

各
作

業
に

必
要

な
要

素
加

工
の

習
得

と
、

技
能

の
養

成
を

目
指

し
ま

す
。

【
実
技
】

・
各
機
械
の
基
本
操
作
、
要
素
加
工
に
つ
い
て

・
技
能
検
定
各
級
の
加
工
工
程
の
説
明

・
技
能
検
定
各
級
の
課
題
実
践

ね
ら

い
：

ス
ケ

ッ
チ

か
ら

ソ
リ

ッ
ド

モ
デ

リ
ン

グ
、

ア
セ

ン
ブ

リ
、

図
面

作
成

ま
で

の
一

連
の

流
れ

を
理

解
し

、
作

製
し

た
デ

ー
タ

で
3
D
プ

リ
ン

ト
が

可
能

な
レ

ベ
ル

に
な

る
事

を
目

指
し

ま
す

。

（
対

象
：

W
i
n
d
o
w
s
が

操
作

で
き

る
方

で
、

F
u
s
i
o
n
3
6
0
を

初
め

て
使

う
方

）

平
成
3
1
年
度

岩
手
県
南
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
　
人
材
育
成
事
業
年
間
計
画

（
※
予
定
の
た
め
、
内
容
・
日
程
等
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
最
新
情
報
は
当
セ
ン
タ
ー
の
H
P
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
）

内
　

　
　

　
　

　
　

　
　

容
問

合
せ

先

分 析 系

研
修

名

※
詳
細
は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒
02

1
-0

90
2

岩
手
県
一
関
市
萩
荘
字
高
梨
南
方

1
1

4
-1

公
益
財
団
法
人

岩
手
県
南
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

TE
L:

0
1

9
1

-2
4

-4
6

8
8

FA
X

:0
1

9
1

-2
4

-4
6

8
9

E
-m

a
il:

se
m

in
ar
＠

si
rc

.o
r.

jp

U
R

L 
h

tt
p

:/
/w

w
w

.s
ir

c.
o

r.
jp

/

（
最
新
情
報
は
当
セ
ン
タ
ー

H
P
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

岩
手
県
南
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
企
業
の
「
も
の
づ
く
り
」
「
技
術
開
発
」
「
共
同
研
究
」
を
応
援
し
ま
す
。

平
成

3
1
年

3
月

1
3
日
時
点


